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新
春
の
劈
頭
を
飾
る
平
成
２５
年
美
郷
町
消
防
出
初
式

が
、
１
月
５
日
、
西
郷
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
遠
山
秀
樹
団
長
以
下
３
分
団
２０
箇
部
、

２
８
６
名
の
団
員
が
、
通
常
点
検
・
小
隊
訓
練
及
び
一
斉

放
水
に
よ
り
、
点
検
長
で
あ
る
菊
田
彦
市
町
長
か
ら
点

検
を
受
け
ま
し
た
。�

　
災
害
の
大
規
模
・
複
雑
化
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
は
、

本
町
唯
一
の
消
防
機
関
で
あ
る
消
防
団
の
任
務
は
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。�

　
町
民
の
生
命
・
財
産
の
保
護
と
消
防
防
災
活
動
を
担
っ

て
い
る
消
防
団
活
動
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
定
例
表
彰
、
感
謝
状
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）�

�

�

�

�



�

　
平
成
２５
年
美
郷
町
成
人
証
書
授
与
式
が
１

月
３
日
に
西
郷
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
新
成
人
５４
名（
男
２８
・
女
２６
）が
出
席

し
ま
し
た
。�

　
町
長
が
新
成
人
全
員
に
成
人
証
書
を
手
渡

し「
新
た
な
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
何
事
に
も

挑
む
心
で
前
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
」

と
祝
辞
を
送
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
北
郷
区
の

小
田
快
晴
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て「
１２
月

に
初
め
て
選
挙
に
行
き
政
治
を
身
近
に
感
じ

た
。
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え

る
側
へ
と
強
く
生
き
て
い
く
」と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。�

　
来
賓
の
方
々
や
保
護
者
・
友
人
も
多
数
同
席

し
、
終
始
和
や
か
な
式
典
に
な
り
ま
し
た
。�

�

　美郷町農業委員会では、農業者の声を本町の平成25年度農業施策に反映させるため、「建議書」を12
月21日に町長へ提出しました。                                �
　この「建議書」は、日頃の農業委員活動を通じて寄せられた農業者の意見・要望等を農業委員総会にお
いて集約したもので、農業委員会等に関する法律第6条第3項の規定に基づき建議するものです。                                �
　 内容は、以下のとおりです。                                

　
昨
年
１２
月
１３
日
に
、
本
町
と
耳
川
生
コ
ン
協
同
組
合

（
代
表
理
事
綾
二
男
）は
、
災
害
緊
急
対
策
に
必
要
な
用

水
の
確
保
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。�

　
本
協
定
に
よ
り
、
飲
料
水
を
除
く
生
活
用
水
や
消
防

用
水
の
供
給
に
つ
い
て
迅
速
な
要
請
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
山
林
火
災
等
で
の
ミ
キ
サ
ー
車
を
使
用
し
た
水
利

運
搬
に
よ
り
、
消
防
団
の
機
動
力
も
よ
り
高
ま
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。�

�

�
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去
る
12
月
18
日（
火
）美
郷
町
議
会

議
場
に
お
い
て
今
年
で
２
回
目
と
な
る

「
美
郷
町
子
ど
も
議
会
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
美
郷
町
内
の
３
校
の
中

学
校
３
年
生
５５
名
が
議
員
と
な
り
、
５

人
か
ら
６
人
の
１０
の
班
に
分
か
れ
、
議

長
と
副
議
長
を
北
郷
中
学
校
の
松
本
栞

奈
さ
ん
と
山
下
勝
也
さ
ん
が
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
班
で
取
り
ま
と
め
た
町
の
課

題
に
つ
い
て
質
問
や
提
言
を
行
い
ま
し
た
。�

　
生
徒
た
ち
は
、
子
ど
も
議
会
を
迎
え

る
ま
で
に
早
く
か
ら
準
備
を
行
い
、
地

域
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
聞

き
取
り
調
査
を
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
た
り
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
準
備
を
し
、こ
の
日
に
臨
み
ま
し
た
。�

　
美
郷
南
学
園
の
班
で
は
高
齢
化
へ
の

対
応
に
つ
い
て
質
問
し
、
廃
校
施
設
や

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
高
齢
者
と
の
触

れ
合
い
の
場
づ
く
り
や
伝
統
料
理
教
室
、

弁
当
訪
問
販
売
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。�

　
西
郷
中
の
班
で
は
、
学
力
向
上
に
つ

い
て
質
問
し
、
図
書
館
を
活
用
し
た
学

習
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
や
受
験
対

策
の
問
題
集
を
整
え
学
習
指
導
員
の
導

入
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。�

　
北
郷
中
の
班
で
は
、
北
郷
の
特
産
で

あ
る
炭
生
産
に
つ
い
て
質
問
を
し
、
生

産
者
に
対
す
る
支
援
や
炭
焼
き
体
験
等

の
Ｐ
Ｒ
を
充
実
さ
せ
後
継
者
や
生
産
量

の
増
加
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
他
の
班
も
よ
く
調
査
さ
れ
ま
と

ま
っ
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
各
班
の
地

域
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
聞
い
た
町
長

は
、「
子
ど
も
の
目
線
で
、
新
た
な
面
か

ら
の
提
言
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
の
参

考
と
し
た
い
。
」と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
中
学
校
を
卒
業
し
巣
立
っ

て
い
く
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
将
来
の
美

郷
町
を
担
う
町
民
と
し
て
大
き
く
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。�

�

　
１２
月
１５
日（
土
）に
北
郷
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
北
郷
区
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会（
林
田

貴
美
生
会
長
）主
催
に
よ
る
、
子
ど

も
会
創
作
大
会
が
開
催
さ
れ
、
４５

名
の
親
子
が
北
郷
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
方
々
１５
名
の
協
力
を
得
て「
し

め
飾
り
」作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。�

　
参
加
者
た
ち
は
、
長
谷
野
百
年

会
の
真
田
茂
一
さ
ん
に
お
手
本
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
後
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
ワ
ラ
を
編
ん
で
い
ま
し

た
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
丁

寧
な
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
立
派
な
し
め
飾
り
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
作
業
を
し
な
が
ら
会

話
も
交
え
、
親
子
間
だ
け
で
な
く

世
代
間
の
交
流
も
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。�

　
し
め
飾
り
に
は
魔
除
け
な
ど
の

意
味
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
し
め
飾
り

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
玄
関
に
飾
ら

れ
、
新
し
い
年
に
福
を
呼
び
込
ん

だ
こ
と
で
し
ょ
う
。�

�

　
２４
年
１２
月
２１
日（
金
）に
延
岡
家
畜

市
場
で
開
催
さ
れ
た
平
成
２５
年
１
月

期
子
牛
郡
共
進
会
に
お
い
て
、
西
郷
区
・

川
口
元
衛
さ
ん
生
産
の
去
勢
子
牛「
黄

金
桜
」号（
秀
菊
安
×
梅
福
６
×
忠
富

士
）が
優
等
賞
四
席
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
同
じ
く
去
勢
子
牛
の
部
に
出

品
さ
れ
た「
智
衛
福
」号（
勝
平
正
×

福
桜
×
安
平
）が
調
教
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。�

　
川
口
さ
ん
は
、
現
在
母
牛
１５
頭
を

飼
育
し
て
お
り
、
発
育
良
好
な
子
牛

を
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
郡
共
進
会
で
の
優
等
賞
・
調
教
賞
の

受
賞
に
、
大
変
う
れ
し
そ
う
な
表
情

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。�

　
日
頃
の
飼
育
管
理
に
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。�

�

去勢子牛の部　優等四席　「黄金桜」号　（秀菊安×梅福６×忠富士）�

調教賞　　智衛福号　　（勝平正×福桜×安平）�

　12月24日に西郷ニューホープセン
ターで絵本サークル「スマイル虹」主
催のクリスマスお話し会が開催され
ました。当日は50名程の参加で、絵
本の読み聞かせや人形劇などが行
われました。その他、ジャンケンゲー
ムや宝探し、寄せ植え、クリスマスツ
リー作りを楽しみました。�
　スマイル虹は、絵本を通して様々
な活動を展開しています。今後も子
ども達の笑顔を大切にしながら、親
子共感活動など楽しいイベントを行
う予定です。�



作家志茂田景樹が幅広い年齢の人々の悩み
を包んだツイッターの書籍化�

普段は、のんきに暮らしているおに一家。節
分の日はどうする？どうなる？�

※利用したい図書等のご要望がございましたら、お近くの図書館にお気軽にご連絡下さい。      �
　参考にさせて頂きます。      

　
平
成
２５
年
３
月
３
日（
日
）

に
第
２８
回「
諸
塚
山
山
開
き
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
標
高
１
，

３
４
２
ｍ
、
古
く
か
ら
神
山
と

し
て
崇
め
ら
れ
た
山
で
す
。

諸
塚
の
村
名
は
こ
の
山
か
ら

き
て
い
ま
す
。
国
道
５
０
３

号
を
飯
干
峠
に
む
か
い
、
飯

干
緑
地
広
場
が
メ
イ
ン
会
場

で
す
。
毎
年
、
約
１
，０
０
０

人
の
参
加
者
で
賑
わ
い
、
諸

塚
村
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
で
す
。�

　
先
着
順
に
記
念
木
製
ペ
ナ

ン
ト
を
進
呈
、
甘
酒
の
無
料

配
布
や
特
産
品
の
販
売
な
ど

も
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

�

　
今
年
も
平
成
24
年
分
住
民
税
等

(

所
得)

申
告
相
談(

町
県
民
税
・
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料)

が
、
２

月
の
中
旬
か
ら
各
地
区
で
行
わ
れ
ま

す
。�

　
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
す

よ
う
、
源
泉
徴
収
票
、
保
険
の
証
明

書
、
帳
簿
等
の
整
理
等
の
事
前
準
備

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
な
お
、
毎
年
、
期
限
間
近
と
な
り

ま
す
と
、
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
早
め
に
指
定
さ
れ
た
地
区

の
日
程
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。�

�����

　
農
業
所
得
申
告
に
関
し
て
は
、
全

て
収
支
計
算
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
、
経
費
を
把
握
し
て
い

な
い
と
申
告
の
時
に
不
利
に
な
り
、

時
間
も
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
国
民
健
康
保
険
税
、
住
民
税
等

に
も
影
響
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
領

収
書
・
帳
簿
の
整
理
を
お
願
い
し
ま

す
。�
�



　ポリテクセンター延岡では、次のとおり職業訓練受講生を募集しています。技能・技術を身につけ、再就
職に向けて頑張ってみませんか。�
�これまでと違う自分を見つけるチャンスです。ご応募をお待ちしています。�

◎職業訓練生（離職者対象）募集�
�・訓練期間　①平成２５年４月３日～平成２５年９月３０日（６ヶ月間）�
�　　　　　  ②平成２５年４月９日～平成２５年１０月２８日�
�　　　　　  （橋渡し訓練＋６ヶ月間）�
�・訓練科　　①テクニカルオペレーション科 　１８名�
　　　　　　　・名金属加工科　１８名　　　・住宅リフォーム技術科　 ３３名 　  �
　　　　　　　・電気設備科　　１５名　　　・ビジネスワーク科　　　 １８名�
　　　　　　 ②テクニカルオペレーション科（ものづくりコース）　　　１５名　�
　・募集期間　①平成２５年１月１１日～２月２８日　②平成２５年１月１１日～３月８日　�
　・入所資格　求職中の方　ただし、②は４０歳未満の若年者対象�
　・受講料　　無料（ただしテキスト代等は必要です）�
　・特　典　　雇用保険受給者は諸手当を受給しながら訓練が受講できます。�
�　　　　　 雇用保険受給者以外の方も一定の条件を満たせば職業訓練受講給付金を受給しながら
　　　　　　 受講できます。�
　　　　　　 詳しくはハローワークにお問い合わせください。��
　・申込先　　最寄りの公共職業安定所(ハローワーク)�
�　　　　　 ※２月１９日～２０日の施設見学会にも是非お越し下さい。�
　・問い合わせ先　ポリテクセンター延岡　担当：訓練支援係　1０９８２ - ３７ - ０６７５�
�

　町では、独自の育英奨学金制度を設けています。次の要領で平成２５年度の新規申込の受け付けをおこ
ないます。�
�
●対　　象　学校教育法で定める大学・短大・高校（中等教育学校後期課程を含む）・高等専門学校及び
　　　　　　各種学校に在籍する者又は入学予定者�
�
●資　　格　本町の居住者が保護者となる者で品行方正であり、かつ、学業成績良好にもかかわらず修学
　　　　　　に要する学資の支弁が困難と認められる状態にある者。�
�
●貸 付 額　高校生／月額３万円以下、大学・短大・専門学校生／月額４万円以下、医大生／６万円以下�
�
●貸付期間　奨学生の在籍する学校の正規の修業期間�
�
●償還方法　月賦、半年賦、年賦のいずれかによる。�
�
●償還期間　貸与の事実が終止した翌月から貸与期間の２倍の期間（高等学校等から大学等を通じて奨学
　　　　　　金の重複貸与を受けた者については、１２年以内の期間）�
�
●定住による減免�
　　　　　　美郷町に定住することにより、奨学金返還の免除を受けられる場合があります。詳しくは教
　　　　　　育委員会教育課奨学金担当までお尋ねください。�
�
●募集要項及び提出書類様式の配布�
　　　　　　現在、中学３年生の皆様には３学期に学校を通して配布いたします。�
　　　　　　すでに高校・大学等に在籍している皆様は、教育委員会学校教育課及び各支所教育委員会
　　　　　　生涯学習課へ直接とりに来られるか、ご連絡下さい。こちらから郵送いたします。�
�
●保証人について�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
●受付期間　平成２5年２月１日（金）～平成２5年４月5日（金）必着�
�
●問い合わせ　美郷町教育委員会教育課　1０９８２ - ６６ - ３６０８�
�

　昭和59年から各医療保険制度間の負担の公平化及び給付の平等化を図ることを目的とした「退職者
医療制度」が国民健康保険に導入されています。�
　簡単に説明しますと、社会保険であった退職者で要件を満たしている方の医療費は、退職者本人と社
会保険で対応するという制度であり、退職者のほとんどが美郷町国民健康保険へ移行する現状を考えま
すと、町国保の健全な運営にとっては重要な制度です。�
　国民健康保険に現在加入されている方で、下記の要件を満たしている場合は、退職者医療制度に該
当しますので、所定の手続きをお願いします。�
　なお、該当される方には随時案内を出しておりますので、手続きがまだ済んでおられない方は、町民
生活課で手続きをお願いいたします。�
�

奨学金を申請するにあたっては保証人３名が必要です。保証人は、連帯保証の責めを負い、
奨学生において奨学金の返還を延滞するときは、代わって返還する者でなければなりません。
3名の内1名は保護者が保証人となります。残り2名の保証人については、美郷町定住者に限
っていますが、どうしてもいない場合は所得証明書を添付する事により１名は近隣市町村居
住者でも受け付けいたします。�
�

◎年齢はおおむね６０歳以下となります。�

◎奨学生と同居している保護者以外の家族は保証人になることはできせん。�

◎既に奨学金を貸与している奨学生およびその保護者（償還が完了していない方）は保
　証人になることはできせん。�
�



平成25年2月（13）�

　気象庁では、平成２３年(２０１１年)東北地方太平洋沖地震による津波被害の甚大さに鑑み、津波警報等
の改善に向けた検討を進めてきました。平成２５年３月７日１２時より新しい形式の津波警報等の運用を
開始します。�

マグニチュード８ を超える巨大地震の場合は、
その海域における最大級の津波を想定して、大
津波警報や津波警報を発表します。このとき、予
想される津波の高さを、「巨大」、「高い」という言
葉で発表して非常事態であることを伝えます。�
これまで８ 段階で発表していた予想される津波の�
�
高さについては、５ 段階に集約します。�
津波警報等の発表時には、各区分の高い方の値
を、予想される津波の高さとして発表します。�

●�

●�
�

　美郷町立保育所の平成2５年度の入所申し込みを受け付けます。申し込み方法は、南郷区は保健セン
ター、西郷区・北郷区は各支所町民生活課又は各保育所に申請書等がありますので、必要事項を記入
の上、必要書類を添付し南郷区は保健センター、西郷区・北郷区は各支所町民生活課へ提出してくださ
い。受付期間は、平成24年2月1日(金)から2月20日(水)までです。なお、現
在入所している園児のいる保護者の方も、新たに手続きが必要となります。
詳しくは、南郷区は保健センター、西郷区・北郷区は各支所町民生活課
又は各保育所へお問い合わせ下さい。（町民生活課）　�
�

　平成２５年度のスポーツ安全保険の受付が３月より始まります。�
　子ども会、運動クラブ、文化・ボランティア団体など５名以上から加入で
きます。�
　既に加入してある団体には代表者住所に案内が届きますが、新たに加
入される場合は教育委員会各事務所に備え付けてある「加入依頼書」もし
くはインターネットをご利用下さい。�
�



平成25年2月（14）�

地域医療を守るために！！ �
・ 昼間に「かかりつけ医」で受診しましょう！�
・ 安易な休日、夜間の救急受診は自粛しましょう！�
・ 医師と患者さんとの思いやりのある関係をつくりましょう！�
・ 健（検）診を積極的に活用しましょう！�
・ １に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後に薬�

 

「
南
郷
温
泉

「
南
郷
温
泉 

山
霧
」

山
霧
」�

補
修
工
事
に
伴
う

補
修
工
事
に
伴
う�

休
館
の
お
知
ら
せ

休
館
の
お
知
ら
せ�

　　虫歯はなくても、酸蝕歯といって食べ物や飲み物の酸が直接歯を溶かしてしまいます。酸性のもの
を飲むこと自体が悪いわけではなく、ダラダラと飲んで、歯が酸にさらされる時間が長くなることがよく
ないのです。      �
　「ちゃんと歯みがきしているから大丈夫」なんて安心せずに、飲んだあとにも水やお茶で口をすすぎま
しょう。また、よくかんで食べ、唾液の出をよくすることも大切です。      

★酸性の強い物を飲んだり食べたあとは、歯のエナメル質が柔くなっているので、すぐに歯磨きをする
　とかえって歯を傷つけることになります。まず、水やお茶で口をすすいで、３０分後くらいに歯磨きをし
　ましょう。      �
★ジュース類は糖分が多く入っているので、虫歯や生活習慣病の原因になります。      �
　ジュースは、お誕生会やお祝いごとなど特別な日のお楽しみなものとして、普段の水分補給は、水や
　お茶にしましょう。      

ミ
ネ
ラ
ル

カ
リ
性

　�　�



片栗粉・・・・・・・小さじ２�

揚げ油・・・・・・・適量�

ピーマン・・・・１個�

レモン・・・・・・・1／４個�

＜特定健診表彰＞�
　美郷町では健康づくりのスタートとして、特定健診を行っています。�
美郷町では昨年度に国が示す受診目標の６５％を達成し、今年度も昨年を上回る６８％の受診率になっ
ています。この受診率は県内でも首位を競う高い数字です。今後も積極的に特定健診を受診下さい。�
�

＜歯科保健表彰＞�
　「８０２０運動」は満80歳で20本以上の自分の歯を残そうという運動です。20本以上の歯を持つ高齢者
は、活動的で寝たきりや認知症になることが少ないとことがわかっています。�
　今年度の美郷町の歯科健診では85歳以上で歯が20本以上ある方14人が居られ、このほど表彰されま
した。これからも歯の健康を保って下さい。�
�

特定健診高受診率賞　第1位　長野区（受診率　84.5％）�
　　　　　　　　　　　第2位　秋盛区（受診率　84.4％）�
　　　　　　　　　　　第3位　小原区（受診率　81.7％）�

特定健診受診躍進賞　第1位　若宮区（14.3%受診率増）�

�

　この時期、浴室やトイレに入って「ブルブル」っとしたことはありませんか？        �
　急激な温度変化によって血圧や脈拍数が急激に変化する時に起こり心筋梗塞や脳血管障害など
につながることもある危険な状態です。        �
　１年間にヒート（温度差）ショックが原因で亡くなる人は推定１万人以上と言われます。        �
　特に冬のお風呂は、脱衣所と浴室、浴室と浴槽などの温度の変化が著しく、体に大きな負担がか
かります。        



�

　認知症になるのを遅らせる効果のある、「脳の使い方」
や有酸素運動を習慣化することを地域ぐるみで実践す
ることを目的とした『認知症予防プログラム』で誕生した
町内グループの交流会を平成24年12月12日に北郷保健
センターで行いました。�
　平成23年度からの自主グループ（2グループ）を含め町
内6グループが集まりました。�
　交流会では、自主活動しているグループの発表や自
分たちのミニコミ誌の紹介や活動の報告を分散会形式
で行いました。�
�

�地 域 医 療 �
　
去
る
12
月
20
日
に
西
郷
区
の
旧
医
師
住

宅
を
改
修
し
て
、
地
域
医
療
交
流
施
設
が

完
成
し
ま
し
た
。
西
郷
病
院
に
は
、
年
間
25

名
程
度
の
研
修
医
師
や
医
学
生
が
２
泊
３

日
や
１
週
間
、
２
週
間
、
１
ヶ
月
で
地
域
医

療
の
研
修
に
来
町
し
、
西
郷
病
院
の
み
な
ら

ず
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
老
人
ホ
ー

ム
等
で
医
療
研
修
を
行
っ
て
お
り
美
郷
町

の
医
療
従
事
者
な
ど
と
交
流
し
て
い
ま
す
。�

　
塾
の
名
称
で
あ
る「
今
世
六
感
塾
」に
は
、

年
齢
や
職
種
を
超
え
、
そ
し
て
時
を
超
え

て
集
っ
た
人
々
が
色
々
な
物
語
を
語
り
合

え
る
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
医
学
生
が
、

ま
た
総
合
医
を
目
指
す
医
師
達
な
ど
が
、

五
感
を
超
え
て
地
域
医
療
を
体
取
で
き
る

塾
と
し
て
交
流
を
深
め
、
少
し
で
も
定
着

医
師
の
増
加
に
つ
な
が
れ
ば
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
当
日
は
、
菅
沼
宮
崎
大
学
学
長
や
牧
元

副
知
事
、
豊
田
県
立
宮
崎
病
院
長
、
岩
本

日
向
保
健
所
長
、
黒
木
県
議
会
議
員
な
ど

多
く
の
来
賓
と
地
元
関
係
者
を
含
め
約
70

名
の
参
加
の
も
と
落
成
式
と
記
念
交
流
塾

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、
菊

田
町
長
の
歓
迎
の
挨
拶
に
続
き
、み
さ
と
地

域
医
療
塾
長
で
あ
る
西
郷
病
院
の
小
田
竜

副
院
長
な
ど
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
記
念
講
演
と
し
て
、
宮
崎
大
学

医
学
部
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
の
小
松

先
生
か
ら
地
域
医
療
研
修
の
行
方
に
つ
い
て
、

同
大
学
医
学
部
付
属
病
院
で
地
域
総
合
医

育
成
セ
ン
タ
ー
の
松
田
先
生
か
ら
は
県
立

日
南
病
院
内
に
設
置
し
た
総
合
医
育
成
サ

テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
全
国
や
宮
崎
県
の
状
況
に
つ
い
て

現
状
と
展
望
の
講
演
が
あ
り
、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
引

き
続
き
地
域
医
療
交
流
会
が
行
わ
れ
、
情

報
交
換
や
意
見
交
換
な
ど
終
始
和
や
か
な

中
、
閉
会
し
ま
し
た
。�

　
医
療
崩
壊
が
全
国
的
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
中
、へ
き
地
・
離
島
は
昔
か
ら
厳
し
い

状
況
で
し
た
が
、
小
児
科
・
産
科
・
救
急
の

現
場
に
お
い
て
は
特
に
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
16
年
度
か
ら
新
医
師
臨

床
研
修
制
度
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
医
師

の
都
市
部
集
中
が
加
速
し
、
地
域
偏
在
が

さ
ら
に
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。へ
き
地
で

は
地
域
住
民
の
高
齢
・
過
疎
化
に
歯
止
め

が
き
か
ず
、
医
師
不
足
が
地
域
医
療
の
足

元
を
崩
壊
さ
せ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状

況
に
対
応
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

活
用
し
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
幸
い
に
し

て
美
郷
町
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
医
師
は
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
継
続
し
て
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
昨
年
ま
で
３
ヶ
年
実
施
し
ま
し
た「
地
域

医
療
座
談
会
」の
開
催
で
は
、
多
く
の
住
民

の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
区
長
や
公
民
館

長
の
賛
同
な
ど
に
よ
り
平
成
23
年
６
月
に

は
、
議
員
発
議
に
よ
り「
美
郷
町
の
地
域
医

療
を
守
る
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
偏
に
地
域
の
身
近
な
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
住
民
の
み
な
さ
ん
の
支
援
と
協
力

に
よ
る
信
頼
関
係
が
生
み
出
し
た
も
の
で
す
。

へ
き
地
で
勤
務
す
る
医
師
は
、
み
な
総
合
医

（
家
庭
医
）と
し
て
、
年
間
を
通
じ
て
住
民
の

医
療
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
誠
心
誠
意
患

者
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
後
は
、こ
の
今
世
六
感
塾
が
、
子
供
た

ち
か
ら
高
齢
者
の
方
々
ま
で
医
療
に
か
か

わ
ら
ず
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
で
、
地
域

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。�

　
今
後
と
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�



��


	1
	2-3
	4-5
	6-7
	8-9
	10-11
	12-13
	14-1
	16-17
	18-19
	20

